
　

カ
ウ
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
岸
川
倖
平
さ
ん
、
世
良

ジ
ー
ノ
さ
ん
、
城
弘
憲
さ
ん
、
遼
太
郎

さ
ん
は
、
全
員
が
旧
愛
東
町
の
出
身
で

幼
な
じ
み
と
い
う
関
係
性
。
も
と
も
と

岸
川
さ
ん
、
世
良
さ
ん
、
城
さ
ん
と
も

う
一
人
（
ド
ラ
ム
）
で
バ
ン
ド
活
動
を

し
て
い
た
。急
遽
、ド
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー

が
抜
け
る
こ
と
に
な
り
、
2
0
2
0
年

4
月
に
遼
太
郎
さ
ん
が
ド
ラ
ム
と
し
て

加
入
す
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

「COW
CIT
Y
 CLU

B BA
N
D

」
に
改

名
し
た
。 

　
「
田
舎
で
は
お
な
じ
み
の
C
O
W

（
牛
）が
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ（
都
会
）に
向
か
っ

て
走
り
出
す
。
つ
ま
り
、『
カ
ン
ト
リ
ー

ボ
ー
イ
ズ
の
大
い
な
る
挑
戦
』
と
い
う

意
味
を
新
生
の
バ
ン
ド
名
に
込
め
た
ん

で
す
」 

　

こ
う
話
す
の
は
、「
バ
ン
ド
を
組
も

う
よ
」と
初
め
に
発
言
し
た
岸
川
さ
ん
。

中
学
1
年
生
の
時
、
音
楽
に
目
覚
め
る

と
、
邦
楽
ロ
ッ
ク
に
夢
中
に
な
っ
て
い

く
。
メ
ジ
ャ
ー
な
バ
ン
ド
か
ら
聴
き
始

め
、
次
第
に
平
成
や
昭
和
の
バ
ン
ド
や

シ
ン
ガ
ー
へ
と
興
味
が
傾
倒
し
て
い
く

中
で
出
合
っ
た
の
が
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
だ
っ
た
。
叙
情
的
な
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
の
世
界
観
に
す
ぐ
さ
ま
魅
了
さ
れ
て

い
っ
た
。「
作
曲
す
る
際
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
を
爆
音
で
奏
で
る
の
が

僕
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
」
と
、
ほ
ほ
笑
む

岸
川
さ
ん
。「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

『
爆
音
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
の
補
欠
、

最
後
の
文
化
祭
で
革
命
を
起
こ
せ
！
』

で
す
」
と
、
世
良
さ
ん
が
続
け
る
。 

　

若
者
の
情
感
や
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
歌
に
の
せ
て
伝
え
る
の
が
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
特
徴
の
一
つ
。
カ

ウ
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
の
楽
曲
に
も

ま
た
、一
歩
を
な
か
な
か
踏
み
出
せ
ず
、

悶
々
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
背
中
を
押

す
歌
詞
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
田
舎
育
ち
の
バ
ン
ド
マ
ン
が
声
を

張
り
上
げ
て
歌
い
、奏
で
る
そ
の
姿
は
、

ど
こ
ま
で
も
泥
臭
く
熱
い
。
そ
れ
こ
そ

が
、
カ
ウ
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
の
個

性
で
あ
り
、
魅
力
で
も
あ
る
。 

　
「
愛
東
町
と
い
う
何
も
な
い
と
こ
ろ

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
、
今
の
バ
ン

ド
の
ス
タ
イ
ル
の
根
底
を
支
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
」 

　

岸
川
さ
ん
の
こ
の
言
葉
に
、
ほ
か
の

メ
ン
バ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
同
調
し
た
。

　

カ
ウ
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
時
、
世
間
は
コ

ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
。
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
る
と
、
音
楽
活
動
も
ま
と

も
に
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
。
厳
し

い
状
況
の
中
、
メ
ン
バ
ー
は
心
に
火
を

灯
し
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
曲
を
つ
く
り

上
げ
て
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
臨
み
、

2
0
2
1
年
6
月
、
8
曲
入
り
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
『
愛
東
町

よ
り
、
愛
を
込
め
て
』
を
発
売
す
る
。

発
売
を
記
念
し
て
、
全
国
5
カ
所
を
回

る
ツ
ア
ー
も
開
催
し
た
。
ツ
ア
ー
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
を
飾
っ
た
場
は
、
地
元
滋

賀
県
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
。 

　

地
道
に
ラ
イ
ブ
出
演
を
重
ね
て
い
く

に
つ
れ
、「
も
っ
と
、
自
分
た
ち
の
殻

を
破
り
た
い
」
と
い
う
意
欲
的
な
気
持

ち
が
メ
ン
バ
ー
に
芽
生
え
始
め
、

2
0
2
1
年
11
月
、
東
京
で
初
の
ワ
ン

マ
ン
ラ
イ
ブ「
踊
場
通
信
」（
自
主
企
画
）

を
決
行
。
そ
れ
ま
で
は
、
複
数
の
バ
ン

ド
が
一
つ
の
ラ
イ
ブ
に
出
演
す
る
対
バ

ン
形
式
で
の
演
奏
が
主
だ
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
、
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を

東
京
で
仕
掛
け
る
こ
と
は
大
き
な
賭
け

で
も
あ
っ
た
。 

　

い
ざ
ラ
イ
ブ
を
迎
え
る
と
、
フ
ァ
ン

が
自
分
た
ち
の
音
楽
を
心
底
愛
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
、「
自

分
た
ち
が
続
け
て
き
た
こ
と
は
正
し

か
っ
た
」
と
、
手
応
え
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
た
。「
踊
場
通
信
」
は
現
在
も
継

続
し
て
い
て
、
今
年
の
4
月
と
5
月
に

も
開
催
。「
1
回
終
え
る
ご
と
に
、
フ
ァ

ン
と
の
絆
が
ぐ
ん
と
深
ま
る
の
を
感
じ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ

ブ
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
城

さ
ん
は
力
を
込
め
て
話
す
。 

　

最
近
で
は
、
ラ
イ
ブ
出
演
の
た
め
に

全
国
を
転
々
と
す
る
こ
と
が
増
え
て
き

た
。「
相
変
わ
ら
ず
、
愛
東
地
区
の
自

然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま

す
」と
、
笑
み
を
見
せ
る
遼
太
郎
さ
ん
。

「
今
後
も
、
ラ
イ
ブ
活
動
に
軸
足
を
置

き
つ
つ
楽
曲
も
精
力
的
に
制
作
し
て
い

き
ま
す
」と
、
メ
ン
バ
ー
は
意
気
込
む
。 

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
サ
イ
ト
で
は
、

カ
ウ
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ド
の
近
況
や

楽
曲
を
発
信
し
て
い
る
。
泥
臭
く
、
熱

い
カ
ン
ト
リ
ー
ボ
ー
イ
ズ
た
ち
の
挑
戦

を
、
こ
れ
か
ら
も
温
か
な
目
で
見
守
り

続
け
て
い
き
た
い
。 

文／和佐田真　写真提供／COWCITY CLUB BAND　写真撮影／フォトスタジオスピカ北村拓也　撮影協力／ElevenGuitars　デザイン／影山実紀

ど
こ
ま
で
も
泥
臭
く
熱
い 

飾
ら
な
い
、ま
っ
す
ぐ
な
楽
曲

結成日の2020年4月4日、大津市にて撮影したアーティ
スト写真。この日から、新生・COWCITY CLUB BAND
は飛躍していった 

今年5月24日、下北沢SHELTERで「踊場通
信 vol.3」を開催。「観客の期待感がはっきりと
伝わってくるから、ワンマンライブはたまらない！」
と、岸川さんは興奮気味に話す。Ⓒ稲垣ルリコ 

ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
重
ね
て 

い
ざ
、全
国
区
へ
乗
り
出
す 

旧愛東町出身の4人組が奏でる、爆音フォークソング

愛東町　　　　
かつて滋賀県愛知郡にあった

この町の名を冠するCDを昨年リリースしたバンドがある。
それが、COWCITY CLUB BAND（以下、カウシティクラブバンド）だ。

1970年代に流行したフォークソングに
爆音ロックのエッセンスを取り込んだ独自の楽曲が

今、じわじわと話題になっている。

COWCITY CLUB BAND公式ウェブサイト
https://www.cowcity-club-band.com/

ウェブサイトでは、楽曲・グッズも配信・販売しています  

information

Vocal & Guitar　岸川倖平さん 

Guitar ＆ Chorus　世良ジーノさん 

Bass ＆ Chorus　城弘憲さん 

Drum & Chorus　遼太郎さん 

ボーカル　　　　　    ギター

ギター　　　　　     コーラス

ベース　　　　       コーラス

ドラム　　　　          コーラス

LIVE情報

Hyuga祭り

COWCITY CLUB BANDほか出演予定

ファーストミニアルバム
『愛東町より、愛を込めて』

2,000円（税込）
ストリーミングサービスでも配信中
https://ccb.lnk.to/aito

配信シングル
『まっすぐ帰るよ』

各種ストリーミングサービス
にて配信中

https://ccb.lnk.to/massugu

7/4（月）　open/start   17:00/17：30
寺田町Fireloop

（大阪市天王寺区大道4-10-17 新井ビル地下1階）

チケットは
こちらから！
（一般販売中）

巻頭特集

直筆サイン

直筆サイン

直筆サイン

直筆サイン

※申し込みのタイミングによっては、
　完売・受付終了している可能性があります


